（様式２）受付番号
（システム番号）
（申請者記載不要）
申請者名






新型コロナウイルス危機突破支援金（健康・理美容サービス業等対応型）
提出書類等確認表

	添付
番号
	提出書類
	申請者
チェック欄
	備考
	（長野県使用欄）

	
	選択肢が複数ある書類については
提出書類に☑をつける
	法人
	個人
	
	一次審査
(地域振興局)
	二次審査
(産業労働部)

	０
	新型コロナウイルス危機突破支援金
交付申請書兼口座振込依頼書
〔２部〕
	☐
	※記載事項に漏れがないこと
※法人の場合は代表者印を押印すること
（個人事業主の場合は認印可）
※誓約事項を裏面に印刷すること
	□
	□

	【添付書類】
	―
	
	―
	―

	１
	対象事業者であることを確認できる書類
（いずれか１つに☑を入れ書類を添付）
〔２部〕
	―
	
	―
	―

	
	法
人
・個人
	法令に基づく許認可を受けていることを証明する書類（写し）
（右の「備考」欄に記載の業種のみ）
	☐
	☐
	理容業：保健所の検査確認済証
美容業：保健所の検査確認済証
運転代行業：公安委員会の認定証
療術業（あんま、マッサージ、指圧、
はり、きゅう、柔道整復）
：保健所の開設届出済証明書
	□
	□

	
	法人
	登記簿謄本（写し可）
	☐
	―
	※申請日以前の６月以内に発行されたもの
※「目的」欄に対象業種が記載されていること
	
	

	
	個人
	個人事業の開業届出書（税務署）の控え又は事業開始申告書（県税事務所）（写し）
	―
	☐
	※「職業」欄や「事業の種類」欄等に対象業種が記載されていること
	
	

	２
	事業を行っていることが確認できる書類
（いずれか１つに☑を入れ書類を添付）
〔２部〕
	―
	
	―
	―

	
	法
人
	直近の事業年度の法人事業概況説明書（確定申告書類）の控え（写し）
	☐
	―
	※対象業種の売上高が計上されていること
※業種の記載がない場合は、収支の内訳書（任意様式）等を添付すること
	□
	□

	
	
	事業の取引等に関する書類（写し）
【設立後１年未満の法人に限る】
	☐
	―
	※申請日より１年以内に発行されたもの
※対象業種の取引等であることが分かること
	
	

	
	個
人
	前年の確定申告書第一表(申告書Ｂ)の控え（写し）
	―
	☐
	※対象業種の事業収入が計上されていること
※業種の記載がない場合は、収支の内訳書（任意様式）等を添付すること
	
	

	
	
	事業の取引等に関する書類（写し）
【新規開業者で、令和２年１月以降に初めて事業収入が発生した事業者に限る】
	―
	☐
	※令和２年１月以降に発行されたもの
※対象業種の取引等であることが分かること
	
	

	３
	支援金の振込先口座を確認する書類
（支援金振込先の銀行口座等が分かる通帳等の写し）〔２部〕
	☐
	※通帳を開いた１～２ページ目（金融機関名、支店名、口座名義(カナ)、口座番号が記載されている箇所）の写しを添付すること
	□
	□

	業種別ガイドラインに基づく、感染防止の取組を実施している。
	☐
	
	□
	□

	
	
	確認者印
	確認者印



